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本
発
表
で
は
、
新
古
今
歌
人
・
藤
原
良
経
の
本
歌
取
を
対
象
と
し
、
本
歌
取
と
い
う
表
現
技
法
に
つ
い
て
、
そ
の
読
み
の
一
視
点
の
提
示
を
試
み
た
。
　
「
本
歌
取
」
と
は
一
般
に
、
「
古
歌
の
語
句
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
首
の
う
ち
に
重
層
的
な
世
界
を
生
み
出
す
手
法
」
と
言
え
る
か
と
思
う
が
、
で
は
そ
の
具
体
相
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。
体
系
的
に
説
明
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
本
歌
取
と
い
え
ば
、
定
家
の
歌
論
が
ま
ず
想
起
さ
れ
前
提
と
さ
れ
て
い
る
が
、
歌
論
は
一
先
ず
措
き
、
個
々
の
実
作
に
虚
心
に
向
き
合
う
と
こ
ろ
か
ら
何
か
を
見
出
せ
な
い
だ
ろ
う
か
。
以
上
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
享
受
者
と
し
て
本
歌
取
の
作
品
は
ど
う
読
め
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
焦
点
を
当
て
て
、
本
歌
取
の
型
の
分
類
を
試
み
た
。
　
考
察
対
象
と
し
た
の
は
、
良
経
の
私
家
集
『
秋
篠
月
清
集
』
前
半
部
定
数
歌
中
の
本
歌
取
歌
四
百
首
余
り
で
、
本
歌
取
の
認
定
は
、
本
誌
第
二
三
号
に
「
藤
原
良
経
の
本
歌
取
り
に
つ
い
て
」
を
発
表
さ
れ
た
伊
東
成
師
氏
の
御
調
査
の
結
果
を
拝
借
し
た
。
な
お
本
歌
の
定
義
は
便
宜
上
、
詠
歌
に
何
ら
か
の
形
で
影
響
を
与
え
摂
取
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
た
。
方
法
と
し
て
は
、
本
歌
と
良
経
歌
と
の
関
わ
り
方
、
即
ち
本
歌
に
対
す
る
態
度
や
、
本
歌
の
存
在
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
表
現
効
果
と
い
う
面
に
焦
点
を
当
て
て
、
一
首
一
首
解
釈
し
て
み
た
。
そ
の
結
果
、
管
見
に
よ
っ
て
抽
出
し
得
た
本
歌
取
の
型
を
次
に
示
す
と
、
11
1
語
句
　
A
　
B
（
秀
句
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摂
取
、
構
成
の
襲
用
、
構
造
的
本
歌
取
展
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型
本
歌
取
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唱
和
型
本
歌
取
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発
想
を
学
ぶ
、
な
ど
　
　
　
　
D
　
情
報
源
の
提
供
、
予
備
知
識
の
付
加
、
　
　
　
　
E
　
対
比
・
対
照
性
　
　
　
　
F
　
歌
枕
的
用
法
・
気
分
醸
成
と
な
る
。
紙
数
の
都
A
ロ
上
こ
こ
で
は
省
略
す
る
が
、
発
表
で
は
各
項
目
毎
に
一
首
ず
つ
例
示
し
て
解
釈
し
た
。
命
名
は
暫
定
的
な
も
の
だ
が
、
現
時
点
で
は
考
察
対
象
の
九
割
方
を
以
上
の
よ
う
な
方
向
で
解
釈
し
分
類
し
得
た
（
但
し
半
数
近
く
が
ー
だ
っ
た
）
。
こ
れ
は
飽
く
ま
で
私
の
解
釈
に
拠
っ
て
得
た
結
果
な
の
で
非
客
観
的
と
い
う
批
判
を
免
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
本
歌
取
と
は
享
受
者
の
側
の
解
釈
の
問
題
で
あ
る
と
も
い
え
よ
う
。
な
ら
ば
そ
の
解
釈
に
、
こ
の
よ
う
な
型
を
基
準
と
し
て
立
て
て
み
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
　
ま
た
最
後
に
分
類
結
果
の
統
計
を
、
良
経
歌
の
出
典
と
な
っ
た
定
数
歌
別
と
本
歌
の
出
典
資
料
別
に
各
々
表
示
し
た
。
そ
の
よ
う
に
し
て
得
た
全
体
像
か
ら
視
点
を
良
経
の
側
に
転
じ
る
と
、
良
経
の
主
情
性
、
時
間
意
識
、
秀
句
志
向
な
ど
が
、
そ
の
歌
風
の
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
予
感
し
て
い
る
。
今
後
の
課
題
と
し
て
、
先
の
分
類
結
果
の
蓋
然
性
を
他
歌
人
の
本
歌
取
の
考
察
に
よ
っ
て
確
認
し
て
い
く
と
と
も
に
、
本
歌
取
の
仕
方
を
通
し
た
良
経
の
歌
風
の
考
察
も
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
景
の
時
間
的
展
開
景
の
絵
巻
物
的
展
開
、
二
重
映
像
化
状
況
（
人
事
）
の
進
展
、
極
限
化
贈
答
型
唱
和
思
い
や
り
型
唱
和
切
り
返
し
型
唱
和
　
　
　
　
　
　
解
釈
補
助
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